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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 51,344 11.2 2,796 △5.4 2,589 0.8 1,313 10.7
22年3月期第2四半期 46,165 △34.8 2,957 △36.3 2,567 △39.9 1,186 △52.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 11.61 ―

22年3月期第2四半期 10.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 94,507 53,390 55.6 464.40
22年3月期 97,533 53,847 54.3 468.31

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  52,506百万円 22年3月期  52,951百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 2.00 ― 5.00 7.00

23年3月期 ― 3.00

23年3月期 
（予想）

― 4.00 7.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 105,000 8.7 6,100 △12.6 5,500 △12.0 3,100 0.7 27.41



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能
性があります。なお、予想数値に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）３ページの「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 120,396,511株 22年3月期  120,396,511株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  7,334,468株 22年3月期  7,326,881株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 113,064,404株 22年3月期2Q 113,082,670株



参考）平成23年３月期の個別業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）  

（％表示は対前期増減率）

 （注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 有 

 ※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

    １．平成22年５月14日に公表しております個別業績予想は、通期について修正しております。 

   ２．業績予想については、本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成したものであり、実際の業績は

今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。  

  

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益  
１株当たり
当期純利益 

  百万円  ％ 百万円 ％ 百万円  ％ 百万円  ％  円 銭 

通期    50,800 4.9 2,600 △24.8  2,800 △22.5  1,300 △43.6 11. 49 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、民間設備投資に持ち直しの傾向が見られましたが、雇用情勢の

厳しい状態が依然として継続し、また、為替相場が急激に円高方向へ進んだことから輸出企業の企業収益圧迫による

景気の下振れリスクが顕在化するところとなりました。海外経済についても、米国経済においては個人消費の低迷が

続くなど不透明な状況が続く中、各国が自国通貨安による輸出拡大を図るなど不安定な状況が続きました。  

 このような状況の中、当第２四半期は、バルブ事業において国内市場、海外市場ともに増収となった他、伸銅品事

業においても増収となった結果、売上高は前年同期比11.2％増の513億44百万円となりました。損益面では、営業利

益は、売上高の増加はありましたが、円高の影響や材料費の上昇などもあり、前年同期比5.4％減の27億96百万円、

経常利益は有利子負債の削減による支払利息の減少などにより同0.8％増の25億89百万円となりました。四半期純利

益は、当期より導入された資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う特別損失を３億92百万円計上しましたが、同

10.7％増の13億13百万円となりました。 

  

セグメントの業績は、次の通りであります。  

  

① バルブ事業 

 バルブ事業の外部売上高は、国内向けについては、プラント向けが低迷する中、建築設備向けが増加するととも

に、半導体製造設備向けが大幅な回復をみせ、海外向けにおいても、北米向けの減少はありましたがアジア向けが

大幅に増加した他、昨年買収したドイツ子会社Perrin GmbHの売上が今期より計上されたことにより、前年同期比

7.0％増の364億６百万円となりました。営業利益は、国内市場で価格が軟調に推移したことに加え、円高による国

内生産品の価格への影響や、長期計画に基づく海外駐在事務所の増設や情報基盤の構築等の費用に加え、一部増産

に転じた子会社の人件費の増加などもあり、前年同期比4.7％減の35億87百万円となりました。 

② 伸銅品事業 

 伸銅品事業の外部売上高は、需要増に伴う販売量の増加や市況の上昇により、前年同期比39.9％増の97億33百万

円となりました。営業利益は、原材料価格の上昇などもありましたが、売上高の増加による稼働率の上昇により、

前年同期比2.9％増の2億91百万円となりました。 

③ その他（前年同期 : サービスその他の事業） 

 その他の外部売上高は、フィットネス事業において前年度に開設した新店舗の効果もあり増収となったことによ

り、前年同期比0.4％増の52億４百万円となりました。営業利益は、売上高の増加とともに、フィットネス事業に

おける新店舗開設費用が軽減したことにより前年同期比4.6％増の2億78百万円となりました。   

（注）セグメントの前年同期比は参考として記載しております。 

   なお、セグメント区分については、前年度からの実質的な変更はございません。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、有利子負債の返済による現預金の減少や保有有価証券の時

価の下落による減少などにより、前連結会計年度末に比べ30億26百万円減少し945億７百万円となりました。負債

につきましては、有利子負債の返済を進めた結果、前連結会計年度末に比べ25億69百万円減少し411億17百万円と

なりました。  

 純資産につきましては、当第２四半期連結累計期間の純利益は13億13百万円となりましたが、配当金の支払によ

る利益剰余金の減少や円高による為替換算調整勘定のマイナス幅の増加などもあり、前連結会計年度末に比べ４億

56百万円減少し533億90百万円となりました。  

（キャッシュ・フローの状況） 

  当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

18億46百万円減の78億99百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

 税金等調整前四半期純利益が21億74百万円、減価償却費が14億83百万円に加え、売上債権の減少２億75百万円や

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



仕入債務の増加４億14百万円などにより、営業活動によるキャッシュ・フローは28億91百万円の資金の増加（前年

同期は70億37百万円の増加）となりました。  

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

 バルブ事業を中心に９億38百万円の設備投資を行うなど、投資活動によるキャッシュ・フローは17億70百万円の

資金の減少（前年同期は19億16百万円の減少）となりました。   

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

 長期借入金20億21百万円を返済し、併せて私募社債４億79百万円の償還を行ったことに加え、５億65百万円の配

当金支出を行った結果、財務活動によるキャッシュ・フローは27億74百万円の資金の減少（前年同期は53億18百万

円の減少）となりました。  

（注）1.  当社では短期の運転資金需要の発生に備え、当社取引銀行によるシンジケート団との間で総額80億円の短

期借入金に関するコミットメントライン契約を締結しております。当第２四半期連結会計期間末における

当該借入金の残高はありません。  

2.  当社は、平成22年９月27日に200億円を限度とする社債の発行登録を行いました。  

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第２四半期累計期間の業績を勘案し、平成22年５月14日に公表いたしました業績予想を下記の通り修正いたしまし

た。   

  

（通期）  

  

 国内市場では、バルブ事業において、半導体製造装置向けの増加や建築設備向けに動きが見込まれますが、プラン

ト設備向けにおける需要の低迷が続くものと予想され、伸銅品事業におきましては、市況の上昇が続き、売上の増加

が見込まれます。また、海外市場では、円高による国内生産品の価格への影響が一段と厳しさを増すとともに、北米

におけるプラント向けの低迷が予想されます。  

 損益につきましては、海外生産品の輸入による円高効果が見込まれる一方で、海外向け国内生産品の円高の影響に

よる採算の悪化や国内及び海外市場におけるプラント向けの需要の伸び悩みにより収益の減少が見込まれます。但

し、当期純利益では資産除去債務に関する特別損失の発生が当初予想より少額であったことなどから、前年並と予想

されます。  

 このような状況の中、平成22年５月14日公表値に対し、売上高及び当期純利益は据え置きとさせていただきます

が、営業利益及び経常利益について修正させていただくものであります。  

  

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 105,000 6,900 6,250 3,100 27. 41 

今回発表予想（Ｂ） 105,000 6,100 5,500 3,100 27. 41 

増減額（Ｂ－Ａ） － △800 △750  － － 

増減率（％） － △11.6 △12.0  － － 

前期実績 

(平成22年３月期)  
96,592 6,976 6,248 3,079 27. 23 



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理）  

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（四半期連結財務諸表の作成のための基本となる重要な事項等の変更）  

   

２．その他の情報

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法により算定している。 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

税金費用の計算  

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて

表示している。 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

会計処理基準に関する事項の変更 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

している。 

これによる当第２四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益及び経常利益に与える影響は軽微であるが、過年

度分にかかる費用負担を特別損失として計上したことにより、税金等調整前四半期純利益が401百万円減少して

いる。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は447百万円である。  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,386 9,825

受取手形及び売掛金 21,725 22,229

商品及び製品 4,429 4,603

仕掛品 3,208 3,436

原材料及び貯蔵品 5,165 4,909

その他 2,645 2,474

貸倒引当金 △64 △57

流動資産合計 45,496 47,421

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 13,504 13,823

土地 11,339 11,368

その他（純額） 11,263 11,615

有形固定資産合計 36,107 36,807

無形固定資産   

のれん 1,557 1,643

その他 554 415

無形固定資産合計 2,112 2,059

投資その他の資産 10,790 11,245

固定資産合計 49,010 50,112

資産合計 94,507 97,533

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,029 4,726

1年内償還予定の社債 958 958

短期借入金 1,581 1,518

1年内返済予定の長期借入金 4,227 3,811

未払法人税等 1,155 910

賞与引当金 1,390 1,664

役員賞与引当金 － 187

資産除去債務 79 －

その他 3,727 4,293

流動負債合計 18,147 18,070

固定負債   

社債 9,367 9,846

長期借入金 8,987 11,421

退職給付引当金 325 332

役員退職慰労引当金 354 428



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産除去債務 370 －

その他 3,562 3,587

固定負債合計 22,969 25,616

負債合計 41,117 43,686

純資産の部   

株主資本   

資本金 21,207 21,207

資本剰余金 9,430 9,430

利益剰余金 27,490 26,743

自己株式 △2,421 △2,417

株主資本合計 55,707 54,963

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 421 872

為替換算調整勘定 △3,622 △2,884

評価・換算差額等合計 △3,201 △2,011

少数株主持分 884 895

純資産合計 53,390 53,847

負債純資産合計 94,507 97,533



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 46,165 51,344

売上原価 34,569 39,319

売上総利益 11,595 12,025

販売費及び一般管理費 8,638 9,228

営業利益 2,957 2,796

営業外収益   

受取利息 11 10

受取配当金 78 71

保険収入 － 60

その他 156 135

営業外収益合計 246 277

営業外費用   

支払利息 333 228

売上割引 112 130

為替差損 95 85

その他 94 40

営業外費用合計 636 485

経常利益 2,567 2,589

特別利益   

有形固定資産売却益 11 3

貸倒引当金戻入額 36 5

店舗閉鎖に伴う未払解約違約金減少額 － 77

その他 0 0

特別利益合計 48 87

特別損失   

有形固定資産除売却損 34 38

減損損失 207 －

退職特別加算金 201 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 392

その他 47 70

特別損失合計 490 501

税金等調整前四半期純利益 2,125 2,174

法人税等 934 865

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,309

少数株主利益又は少数株主損失（△） 4 △3

四半期純利益 1,186 1,313



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,125 2,174

減価償却費 1,666 1,483

賞与引当金の増減額（△は減少） 6 △263

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23 0

受取利息及び受取配当金 △90 △81

支払利息 333 228

売上債権の増減額（△は増加） 2,831 275

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,491 △161

その他の流動資産の増減額（△は増加） 97 △93

仕入債務の増減額（△は減少） 359 414

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,143 △480

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 392

その他 135 △99

小計 7,837 3,789

利息及び配当金の受取額 73 80

利息の支払額 △352 △228

法人税等の支払額 △520 △750

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,037 2,891

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,066 △938

有形固定資産の売却による収入 22 2

投資有価証券の取得による支出 △100 △29

定期預金の純増減額（△は増加） △500 △490

その他 △271 △314

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,916 △1,770

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △841 121

長期借入れによる収入 2,120 50

長期借入金の返済による支出 △5,203 △2,021

社債の償還による支出 △1,024 △479

配当金の支払額 △339 △565

その他 △29 119

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,318 △2,774

現金及び現金同等物に係る換算差額 24 △193

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △172 △1,846

現金及び現金同等物の期首残高 10,309 9,746

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,136 7,899



  該当事項はありません。  

  

  

 [事業の種類別セグメント情報]  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品等の名称 

(1）当社の事業区分は、製品系列及び事業の業態により行っている。 

(2）各事業区分の主要な製品又は事業の内容 

２．会計処理の方法の変更 

（前第２四半期連結累計期間） 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、在外子会社の収益

及び費用は、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より、当該子会社の決算日の直物為替相場により

円貨に換算する方法から期中平均相場により円貨に換算する方法に変更したため、前第２四半期連結会計

期間と当第２四半期連結会計期間で在外子会社の収益及び費用の換算方法が異なっている。なお、これに

よる前第２四半期連結累計期間に与える影響は軽微である。 

 [所在地別セグメント情報]  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）北米  ……… 米国 

(2）アジア ……… 台湾、タイ、中国 

(3）ヨーロッパ ……… スペイン 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  
バルブ事業
（百万円） 

伸銅品事業
（百万円） 

サービスそ
の他の事業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  34,025  6,956  5,183  46,165 －  46,165

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 54  784  13  852 (852) － 

計  34,080  7,740  5,196  47,018 (852)  46,165

営業利益  3,764  283  266  4,314 (1,356)  2,957

事業区分 主要製品又は事業名 

バルブ事業 青銅バルブ、鉄鋼バルブ、その他バルブ関連製品、濾過関連製品 

伸銅品事業 伸銅品、伸銅加工品 

サービスその他の事業 フィットネスクラブ、ホテル及びレストラン事業、ガラス工芸品の販売 

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円）
アジア

（百万円）
ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円） 

消去又は
全社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 38,754 3,629 2,973 807  46,165 － 46,165

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 876 1 4,052 62  4,992 (4,992) －

計  39,631 3,631 7,025 870  51,158 (4,992) 46,165

営業利益  3,145 380 736 65  4,327 (1,370) 2,957



３．会計処理の方法の変更 

（前第２四半期連結累計期間） 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、在外子会社の収益

及び費用は、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より、当該子会社の決算日の直物為替相場により

円貨に換算する方法から期中平均相場により円貨に換算する方法に変更したため、前第２四半期連結会計

期間と当第２四半期連結会計期間で在外子会社の収益及び費用の換算方法が異なっている。なお、これに

よる前第２四半期連結累計期間に与える影響は軽微である。 

[海外売上高]  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

  

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次の通りである。 

(1）北米  … 米国、カナダ 

(2）アジア … 台湾、中国、タイ、インドネシア、シンガポール、マレーシア他 

(3）その他 … ヨーロッパ、中東、オセアニア他 

  

３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高（連結会社間の内部売上高を除

く）である。 

  

４．会計処理の方法の変更  

（前第２四半期連結累計期間）  

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、在外子会社の収益

及び費用は、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より、当該子会社の決算日の直物為替相場により

円貨に換算する方法から期中平均相場により円貨に換算する方法に変更したため、前第２四半期連結会計

期間と当第２四半期連結会計期間で在外子会社の収益及び費用の換算方法が異なっている。なお、これに

よる前第２四半期連結累計期間に与える影響は軽微である。 

  北米 アジア その他 計

Ⅰ．海外売上高（百万円）  4,131  3,669  2,446 10,247 

Ⅱ．連結売上高（百万円） － － －  46,165

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  8.9  8.0  5.3  22.2



[セグメント情報]  

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものである。 

当社グループは、製品・サービス別に国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しており、バルブ事

業、伸銅品事業、フィットネスクラブ事業、ホテル及びレストラン事業等を営んでいる。 

従って、当社グループは、製品・サービス別の事業セグメントから構成されており、「バルブ事業」「伸銅品事

業」の２つを報告セグメントとしている。  

「バルブ事業」は、青銅バルブ、鉄鋼バルブ、その他バルブ関連製品、濾過関連製品及びその付属品の製造販売を

行っている。「伸銅品事業」は、伸銅品及び伸銅加工品の製造販売を行っている。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（単位：百万円）

（注） １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、フィットネスクラブ事業及び

ホテル及びレストラン事業等を含んでいる。 

２. セグメント利益の調整額△1,361百万円には、セグメント間取引消去７百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△1,368百万円が含まれている。全社費用は、主に当社の本社の総務人事部、経

理部、経営企画部等の発生費用で、幕張本社ビルの管理費用を含んでいる。 

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間において、重要な事項はない。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用している。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

  
バルブ
事業  

伸銅品
事業  

その他
（注１） 

調整額 
（注２） 

四半期連結
損益計算書 
計上額  
（注３）  

売上高           

外部顧客への売上高  36,406  9,733  5,204 －  51,344

セグメント間の内部売上高
又は振替高  147  1,093  19  △1,259 － 

計  36,553  10,826  5,224  △1,259  51,344

セグメント利益  3,587  291  278  △1,361  2,796

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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